教授用資料

数研『社会と情報 Next』（社情/315）観点別特色
（１）内容
情報モラル・セキュリティ，ディジタル情報と情報の活用が特に重視されており，実践的な能力が養えるよう実習が豊富に盛り込まれた教科書である。また，情報の処理や表現の実践力を身に付けるために，本文にプレゼンテーション，表計算ソフトウェアの使い方を掲載し，それらを利用する編末の実習も充実している。

著作権の必要性・アナログとディジタルなど，表面的な説明ではなく，原理や理由が論理的にていねいに記述されており，知識がしっかりと身につくようになっている。

本文の内容は，見開き単位で極めて簡潔な文章でまとめ，主に図解によって，詳細を説明しているので，生徒は興味を持続させながら学習できる。
（２）構成・分量
まず序編で，「情報とメディアの特徴」，「インターネットでの情報検索」を扱って，以降の学習がスムーズに展開できるようにしてある。

本文中では，短時間でこなせる簡単な実習（Try）と理解を深める問題（Q）を適宜扱っている。また，より時間のかかる実習は，取捨選択がしやすいように，編末に豊富に掲載してあり，手順もていねいに書かれているので，扱いやすく，授業計画が立てやすい。
各編末には，編のまとめと，問題が掲載されているので，まとめと整理に役立つ。
巻末資料には，ワープロソフトウェアの使い方，レポートの書き方，データの分析とグラフ，表計算ソフトウェアの関数，プレゼンテーションのポイント，HTML文書，著作権に関する資料，情報社会に関連する法律が簡潔にまとめられており，授業の資料として使いやすくなっている。その他，用語集も充実しており，これらを適宜活用することによって，スムーズに授業を行うことができる。

（３）表記・表現及び使用上の便宜
本文中に適宜，本文と関連のある興味を喚起する話題を「TOPIC」として扱っているので，生徒が飽きずに教科書を読み進めることができる。
側注には，適宜，本文を補足した解説が入っている。また，各項目に関連した内容を，枠囲みとして，「Keyword」，「Note」，「Attention」，「語源」に分類して配置しており，読むだけで，理解が深まるようになっている。
巻末付録として，編末の実習で使用するカード，10進数と2進数・16進数の対応表，ワークシートなどを載せた。これらを活用することによって，能率的な実習が可能になっている。

後見返しを開くと，ノートパソコンのキーボードと画面のようになっており，タッチタイピングの基礎の説明や練習に役立つ。

（４）その他

情報に関する普遍的な内容を重視しているが，Twitter，Facebook，LINEなど最新の情報もしっかり扱ってあり，非常にバランスがとれた教科書である。
また，生徒に身近な例やイラストなどを豊富に用いて，親しみやすく，理解が容易になるように工夫されている。たとえば，動画の説明のため，頁の右下がパラパラ漫画になっている。

全体を通して，情報通信技術の表面的な使い方だけでなく，体系立てた科学的な理解を重視し，豊富な実習を行うことによって，問題の本質を見極めるための知識と実践力を身につける教科書になっている。
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